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論　　文　　の　　要　　旨

　ひ転換はプログラムの正当性その他の性質を証明するために官一階または高階の理論上でヨプログ

ラムを表現するものでありヨμ定義可能行為（以下μ行為）が通常のプログラムに対応する。高階論

理型プログラム言語NUはヨ現代解析体系FAを基に表現されたひ行為をプログラムとして，計算機

により解釈実行するための言語である。本研究の目的はこの解釈系を発展させるための数字的基礎

を考察することである。

　本論文ではヨ解釈系が扱うμ行為の範囲の拡張について述べているが事これは一階の変数に関する

ものと，高階の変数に関するものとの二つに分けられる。

　一階の変数に関してはラ決定可能な理論を発見し，その公理系を与え有理Presb岨er算術と名付け

た。これは通常の一階有理数論でラ項は一次のものに対応しヨPresb岨eer算術の有理数への拡張に

なっている。この算術の決定アノレゴリズムでは新しい量記号oを導入しヲ〃t．xAでs＜x＜tなる整数が

唯一つ存在しこれがAを満たすことを表すとする。そして全ての量記号をこのoで表すことにより

外側から各束縛変数のとるべき値が決定でき，式の真偽を決定できることを示した。

　高階の変数については，東縛変数の出現の仕方に関していくつかの形のものが消去できることを

定理の形で示し、その量記号消去アルゴリズムを示した。

　以上の拡張により解釈系は述語＝，＜，Z害関数記号十，一冒x、／（ただし項は一次）および定理

を満たす形で出現する高階の変数からなるo行為について解釈を行えるように拡張された。
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審　　査　　の　　要　　旨

　有理Presburger算術の発見と証明は理論的に高く評価できる。ひ行為は一種の理想的な論理型（乃

至制約論理型）プログラムともなっているので言高階の変数の処理の発想は応用上有望である。

　よってヨ著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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